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第1回 生産科学科 10:00～11:20 
第2回 環境科学科 13:40～15:00 




































































































図６ キャリケン通信 第1号 
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表２ キャリケンリーダー養成講座 
 日 時間 活動内容 




2 5/20 18:30- MEGU野々市で懇親会（学生メンバーの自己紹介含む） 
キャリケン本番の説明、自己紹介など 










5 6/10 12:20- 12:50 
キャリケンリーダーが提示するネタを小グループで披露して、コメントを出し合う。
それぞれの問題点を話し合う。 








8 7/7 18:30-21:00 リハーサルその１ 



































休みの 12：20～12：50 の約 30 分しか話をすること
ができなかったが、その間に、話をしたり、話を聞い
－ 61 －





























































































































































生産科学科 70.8 (17) 29.2 (7) 0.0 (0) 0.0 (0) 0.0 (0) 100.0 (24)
環境科学科 85.7 (18) 14.3 (3) 0.0 (0) 0.0 (0) 0.0 (0) 100.0 (21)
食品科学科 66.7 (10) 13.3 (2) 13.3 (2) 0.0 (0) 6.7 (1) 100.0 (15)
計 75.0 (45) 20.0 (12) 3.3 (2) 0.0 (0) 1.7 (1) 100.0 (60)
表４ 学科別にみた1年生の感想 % ( )
－ 63 －
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リーダーたちの意見も聴くことも多く、教員と共に一
緒に創り上げている実感があったようである。 
 一方で、そのようなことも影響しているのか、キャ
リケンリーダー養成及び当日のキャリケンリーダーと
しての活動に不安を感じていた学生もいたようである。
これは、キャリケンリーダー養成講座のプログラムお
よび実施方法の確定によって改善されると思われるが、
1 年生の参加者が少ない回は居心地が悪かったようで
あり、キャリケンリーダー達は3学科続けてであった
ため、かなり疲れたとの意見も見られた。キャリケン
実施後の今後の意向調査では、キャリケンリーダーを
続けることは検討中とする学生がほとんどであった。
キャリケンリーダーの心身の負担が軽減する工夫が必
要であろう。なお、続けられないと答えている学生の
中には、就職活動や卒業研究により、忙しい時期と重
なることを理由としてあげているものもいる。 
これ以外にも細かい点については課題が残ると思わ
れるが、1 年生のための学習キャリア検討をどのよう
な方法で実施していくのかについて、さらにさまざま
な方法を視野に入れて検討する必要があるだろう。 
 
注 
１． 本学では、現在のところ、e-ポートフォリオ・
システムは導入していないが、一部の教員で
検討が始められている。 
２． ポートフォリオ評価の場合、その一環として、
それまでの学習の記録や作品等から一部を
取り出したり、並べ替えたりしながら、自分
の学習プロセスと結果を振り返る。その後、
指導者と学習者の対話を中心とした検討会
を持ち、到達点を確認すると同時に、その後
の目標設定をする。（田中耕治『教育評価』（岩
波書店、2008）、田中耕治編『よく分かる教
育評価』（ミネルヴァ書房、2005）など） 
例えば、高等学校で進路指導の一環として
取り入れている事例もある。 
３． 本取り組みは、大学生が高校に出向いて、経
験を語る「カタリバ」という取り組みを参考
とした。（上阪徹『「カタリバ」という授業 社
会起業家と学生が生み出す“つながりづく
り”の場と仕組み』英治出版、2010） 
４． 石川県立大学は生物資源環境学部1学部3学
科で構成されており、１学年の入学総定員
120名である。 
なお、本稿では紙幅の関係で詳細まで報告
することができないため、詳細は 2012 年５
月刊行予定の報告書を参照されたい。 
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